
　

預
言
者
と
偽
預
言
者
。
こ
の

二
つ
を
見
分
け
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
。「
偽
預
言
者
を
警
戒

し
な
さ
い
。
彼
ら
は
羊
の
皮
を

身
に
ま
と
っ
て
あ
な
た
が
た
の

と
こ
ろ
に
来
る
が
、
そ
の
内
側

は
貪
欲
な
狼
で
あ
る
」（
マ
タ
イ

７
：
15
）
と
、
主
も
こ
の
偽
預

言
者
へ
の
注
意
を
語
り
か
け
、

そ
れ
を
見
分
け
る
の
は
、
良
い

木
に
は
良
い
実
が
つ
く
よ
う
に

「
そ
の
実
で
あ
な
た
が
た
は
彼
ら

を
見
分
け
る
」（
マ
タ
イ
７
：

20
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
旧
約
聖
書
に
お
い

て
も
「
あ
な
た
は
心
の
中
で
、『
ど

う
し
て
我
々
は
、
そ
の
言
葉
が

主
の
語
ら
れ
た
言
葉
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
知
り
う
る
だ
ろ

う
か
』
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
そ

の
預
言
者
が
主
の
御
名
に
よ
っ

て
語
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
が
起

こ
ら
ず
、
実
現
し
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
主
が
語
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
。預
言
者
が
勝
手
に
語
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
れ
る
こ

と
は
な
い
」（
申
18
：
21

−

22
）

と
モ
ー
セ
は
告
げ
る
。

　

結
局
は
、
預
言
者
と
偽
預
言

者
と
を
見
分
け
る
の
は
、
そ
の

預
言
が
実
際
に
当
た
っ
た
か
ど

う
か
、
そ
し
て
そ
の
預
言
者
が

ど
ん
な
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う

か
で
、
判
断
さ
れ
る
と
言
う
の

だ
。

　

巷
で
は
、
多
く
の
預
言
の
言

葉
と
称
す
る
も
の
が
語
ら
れ
て

い
る
。
S
N
S
やY

ouT
ube

と

い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界

で
は
、
多
く
の
自
称
預
言
者
た

ち
が
跋
扈
し
て
い
る
。
今
世
界

を
覆
う
経
済
や
政
治
の
混
乱
を
、

ま
た
終
わ
る
こ
と
の
な
い
戦
争

を
聖
書
の
預
言
通
り
だ
と
言
い
、

「
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
」
や
「
ヨ
ハ
ネ

黙
示
録
」
が
引
用
さ
れ
、「
終
末
」

や
「
携
挙
」、「
患
難
期
」
な
ど

と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
用
語
を

纒
い
、
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら

れ
る
。

　

確
か
に
、
そ
れ
を
た
だ
偽
預

言
者
の
言
葉
だ
と
切
り
捨
て
、

荒
唐
無
稽
な
作
り
話
と
無
視
す

る
の
は
簡
単
で
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
そ
れ
を
視
聴
す
る
何
万
回

と
い
う
再
生
回
数
の
表
示
に
、

不
透
明
な
未
来
に
対
す
る
現
代

人
の
不
安
や
恐
れ
が
溢
れ
て
い

る
の
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
時
代
の

中
で
、
本
物
の
預
言
者
と
偽
物

と
を
見
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。

　

預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
の
生
き
た

時
代
、
そ
れ
は
北
イ
ス
ラ
エ
ル

が
既
に
ア
ッ
シ
リ
ア
に
よ
っ
て
滅

ぼ
さ
れ
、
残
っ
た
南
ユ
ダ
王
国

も
、
ヨ
シ
ヤ
王
の
改
革
に
よ
っ

て
息
を
吹
き
返
し
た
も
の
の
、

エ
ジ
プ
ト
の
前
に
敗
れ
、
そ
の

跡
を
継
い
だ
ヨ
ア
ハ
ズ
、
ヨ
ヤ
キ

ム
、
ヨ
ヤ
キ
ン
、
そ
し
て
最
後

の
王
ゼ
デ
キ
ヤ
た
ち
は
、
常
に

隣
国
に
支
配
さ
れ
、
つ
い
に
ユ

ダ
王
国
が
バ
ビ
ロ
ン
に
よ
っ
て
捕

囚
と
な
り
、
滅
び
去
る
の
だ
。

　

エ
レ
ミ
ヤ
は
、
そ
ん
な
過
酷

な
時
代
を
預
言
者
と
し
て
生
き

続
け
た
。
彼
の
使
命
は
、
常
に

偽
預
言
者
た
ち
と
の
対
決
で

あ
っ
た
の
だ
。「
身
分
の
低
い
者

か
ら
高
い
者
に
至
る
ま
で
皆
、

利
を
む
さ
ぼ
り
、
預
言
者
か
ら

祭
司
に
至
る
ま
で
皆
、
欺
く
。

彼
ら
は
、
わ
が
民
の
破
滅
を
手

軽
に
治
療
し
て
、
平
和
が
な
い

の
に
『
平
和
、
平
和
』
と
言
う
」

（
エ
レ
ミ
ヤ
６
：
13

−

14
）。「
見

よ
、
わ
た
し
は
偽
り
の
夢
を
預

言
す
る
者
た
ち
に
立
ち
向
か
う
」

（
エ
レ
ミ
ヤ
23
：
32
）。

　

友
よ
、
私
た
ち
は
、
現
代
の

偽
預
言
者
を
、
決
し
て
恐
れ
る

こ
と
は
な
い
。
ま
た
語
ら
れ
る

未
来
に
一
喜
一
憂
す
る
必
要
も

な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
ど
ん
な

実
を
結
ぶ
の
か
、
ま
た
そ
の
言

葉
が
、
本
当
に
実
現
す
る
の
か
、

見
極
め
て
い
く
も
の
と
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
主
の
言
葉
の
通

り
、
世
の
終
わ
り
は
必
ず
く
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
誰
に
も
分
か

ら
な
い
。
天
使
に
も
、
子
に
さ

え
も
。
だ
か
ら
「
人
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
さ

い
」（
マ
タ
イ
24
：
４
）。
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瞑
　
想

私
は
近
く
に
い
る
神
な
の
か  
−  
主
の
仰
せ
。

遠
く
に
い
る
神
で
は
な
い
の
か
。

エ
レ
ミ
ヤ
23
：
23
（
協
）

主
幹
牧
師
　
　
榎
本
　
恵
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て
祈
り
、
物
事
に
取
り
組

む
力
と
勇
気
が
与
え
ら
れ

た
福
岡
一
日
ア
シ
ュ
ラ
ム

に
感
謝
致
し
ま
す
。

（
日
基
福
岡
城
東
橋
教
会
）（Zoom

聖
書
教
室
、
早
天
祈
祷
会
の
友
）

杉
田
　
栄
子

　
「
流
れ
の
ほ
と
り

に
植
え
ら
れ
た
木
」

（
詩
篇
第
１
篇
３
節
）

の
主
題
聖
句
の
も

と
、
榎
本
恵
牧
師
を

お
招
き
し
て
、
数
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

と
い
っ
て
も
私
は

人
生
初
め
て
の
ア

シ
ュ
ラ
ム
参
加
。
し

か
も
昼
食
の
お
祈
り

を
任
せ
ら
れ
て
い
た

の
で
、
役
目
が
終
わ

る
ま
で
は
落
ち
着
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
何

も
か
も
が
初
め
て

だ
っ
た
わ
り
に
は
ス

ム
ー
ズ
に
、
あ
っ
と

福
嶋
　
久
仁
子

　

毎
年
海
の
日
に
福
岡
一

日
ア
シ
ュ
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
博

多
山
笠
追
山
の
日
と
重
な

り
、
ま
た
福
岡
県
に
は
大

雨
警
報
が
出
さ
れ
て
い
る

中
、
榎
本
牧
師
ご
夫
妻
は

沖
縄
と
滋
賀
よ
り
、
参
加

者
も
長
崎
、
北
九
州
、
筑

後
か
ら
と
神
様
の
お
守
り

の
内
に
無
事
集
め
ら
れ
て

の
開
催
に
感
謝
致
し
ま

す
。

　

主
題
聖
句
出
エ
ジ
プ
ト

23
章
２
節
「
訴
訟
に
お
い

て
多
数
決
に
合
わ

せ
て
答
弁
し
判
決

を
曲
げ
て
は
な
ら

な
い
」
静
聴
は
マ

タ
イ
27
章
で
し

た
。

　

そ
の
中
に
、
群

衆
と
い
う
言
葉
が

目
に
止
ま
り
、
多

数
決
と
い
う
言
葉

と
繋
が
り
ま
し

た
。
私
も
群
衆
の

中
の
１
人
で
あ

り
、
群
衆
を
恐
れ

正
し
い
物
事
の
本

質
を
見
極
め
る
事

の
で
き
な
い
後
ろ

め
た
さ
を
現
実
社

会
の
中
で
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

マ
タ
イ
14
章
の
中
に

も
、
イ
エ
ス
は
群
衆
を
解

散
さ
せ
、
ひ
と
り
祈
る
た

め
に
山
に
登
ら
れ
ま
し

た
。
主
の
前
に
立
ち
返
っ

い
う
間
に
終
わ
り
、
満
足

感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
分
か
ち

合
い
の
中
で
今
ま
で
の
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
本
当
に
無
駄
な
時
間

を
費
や
し
て
い
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
聖
書
は
自
分
の
正

し
さ
を
主
張
し
、
人
を
非

難
す
る
た
め
に
読
み
、
自

己
満
足
を
し
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
う
で
は

な
く
、
自
分
が
そ
れ
に
従

う
た
め
に
読
み
、
聖
書
の

語
り
か
け
る
霊
の
言
に
素

直
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
、
残
り
少
な

い
日
々
を
有
意
義
に
過
ご

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

半
日
の
ア
シ
ュ
ラ
ム
で

し
た
が
、
毎
日
の
祈
り
の

時
は
続
い
て
い
ま
す
。
全

て
に
感
謝
で
す
。

（
日
本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

呉
教
会
）

今年も福岡中部教会にて。感謝です。今年も福岡中部教会にて。感謝です。

日本アライアンス呉教会にて再開、感謝。日本アライアンス呉教会にて再開、感謝。

他
、
婦
人
会
の
皆
様
、
山
下
様

か
ら
も
感
謝
の
お
便
り
頂
き
、

励
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
来
年

も
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
！

第
27
回 

福
岡
一
日

ア
シ
ュ
ラ
ム
に
参
加
し
て

第
51
回 

呉
教
会
ア
シ
ュ
ラ
ム
に

参
加
し
て
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愛
餐
の
前
に
感
謝
し

て
。

（
日
本
基
督
教
団金

城
教
会
）

頂
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ア
シ
ュ
ラ
ム
に

は
若
い
頃
か
ら
一
度
参
加

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
ず

う
っ
と
思
っ
て
い
た
私
の

小
さ
な
願
い
で
し
た
。

　

今
回
環
境
が
整
い
、
参

加
が
整
い
ま
し
た
こ
と
心

か
ら
神
様
と
ア
シ
ュ
ラ
ム

セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

　

榎
本
恵
先
生
の
「
友
よ
、

私
た
ち
も
こ
の
群
衆
で
い

る
こ
と
か
ら
解
放
し
よ
う
」

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
感
謝
で
し
た
。

　

次
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

友
の
願
い
を
知
り
、
友
を

覚
え
て
祈
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
一
日
に
一
人
の
祈

り
で
す
か
ら
、
心
し
て
頑

張
れ
ば
で
き
そ
う
と
簡
単

下
村
　
徹
嗣
師

　

天
地
万
物
を
造
り
た
ま

い
し
、
全
能
の
父
な
る
神

さ
ま
。
み
名
を
崇
め
、
賛

美
い
た
し
ま
す
。
今
日
あ

な
た
に
招
か
れ
愛
す
る
兄

弟
達
と
と
も
に
お
ら
れ
る

大
き
な
恵
み
の
霊
。

　

29
回
の
三
重
ア
シ
ュ
ラ

ム
は
ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン

タ
ー
主
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

28
回
に
わ
た
っ
て
多
く

の
信
仰
の
先
輩
方
が
こ
の

ア
シ
ュ
ラ
ム
を
支
え
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
今
で
も
三

好
先
生
を
中
心
と
し
た
ミ

ニ
ア
シ
ュ
ラ
ム
は
大
き
な

支
え
、
希
望
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
ア
シ
ュ
ラ

ム
セ
ン
タ
ー
主
催
と
な
り
、

安
心
し
て
ア
シ
ュ
ラ

ム
の
輪
を
広
げ
て
い

け
ま
す
。

　

私
は
二
十
数
年

（
妻
は
始
め
か
ら
）
三

重
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
ア

シ
ュ
ラ
ム
運
動
が
い

か
に
大
切
か
特
に
歳

を
取
っ
て
く
る
ご
と

に
信
仰
生
活
の
基
本

中
の
基
本
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
認
識
し

て
恵
み
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

生
涯
、こ
の
ア
シ
ュ

ラ
ム
運
動
と
共
に
歩

み
、
三
重
ア
シ
ュ
ラ
ム
と

も
心
の
居
場
所
と
し
て

ず
っ
と
交
わ
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。津

田
　
美
鈴

　

主
の
聖
名
を
賛
美
致
し

ま
す
。

　

先
日
は
四
国
一
日
ア

シ
ュ
ラ
ム
に
参
加
さ
せ
て

に
考
え
、
こ
の
大
切
な
祈

り
を
受
諾
し
て
帰
っ
て
参

り
ま
し
た
。（
心
の
内
に
）

　

一
日
、
二
日
、
何
と
か

心
か
ら
静
か
に
祈
り
が
で

き
、
安
心
し
て
い
る
と
、

三
日
目
は
失
念
し
、
四
日

目
に
二
日
分
合
わ
せ
て
お

祈
り
す
る
と
い
う
体
た
ら

く
。
三
日
坊
主
と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
す
ね
。
こ

れ
で
は
い
け
な
い
。
続
け

ら
れ
な
い
よ
。
と
に
か
く

一
日
に
一
人
の
友
の
こ
と

を
、
私
自
身
の
祈
り
の
前

に
「
友
を
覚
え
て
」
祈
る

こ
と
を
決
め
、「
静
か
に
祈

る
も
の
と
な
ら
せ
て
下
さ

い
」
と
主
の
前
に
お
祈
り

し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
は

皆
様
信
仰
が
厚
く
、
一
人

一
人
が
主
体
的
な
す
っ
き

り
し
た
方
で
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

の
方
々
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

方
々
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
日
本
基
督
教
団今

治
教
会
）

日基三島真光教会にて、続けさせて頂き感謝！日基三島真光教会にて、続けさせて頂き感謝！

三重アシュラムが、これからも続きますように。三重アシュラムが、これからも続きますように。
津ルーテル教会にて津ルーテル教会にて

29
回 

三
重
ア
シ
ュ
ラ
ム愛

餐
の
祈
り

第
5
回 

四
国
一
日
ア
シ
ュ
ラ
ム

感
謝
の
お
便
り
よ
り
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早天祈祷会での祈り　尾﨑 恵（2022.04.01）
　天の神さま、今朝も皆様のお祈りに支えて頂き、早天に参加できました。今日はイエス様の柔和について想い
をいたすことができました。ただのやさしさではなく、その中にある鋭さ、厳しさがあることを学びました。
　群衆のなかにある私、人
を恐れ流されてしまう弱
い私を神さまは徹底的な
信頼をもって助けて下さ
いました。
　今日行われる祈りの会

（百合の会）をありがとう
ございます。出席されるお
一人お一人の足を守り、祝
福の中からみことばを聴
くことができますように。

お便りより
　皆様のお祈りに支えられて、あちこちばたばたしております。
　アメリカ、インド、マダガスカル等を訪問し、夏以降もいくつか
計画中です。
　和子先生ご召天の際はリモートで拝見し、榎本空兄の「祖母を失
うこと」を拝読しました。和子先生が 50 年前に榎本保郎先生とよ
く東京に来られたころのことを懐かしく思い出します。
　皆様の益々のご健勝をお祈りいたしつつ、感謝までに。
　また訪問の機会を捜しております。

山岡 三治師（イエズス会日本管区長補佐）
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歌
集 

で
あ
い 

第
二
集
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小
林 

佳
子

扌祈りかなった、百合の会。恵姉、生き生きと。写扌祈りかなった、百合の会。恵姉、生き生きと。写
真前列恵師右（2022.4.1）つづきは、天上で、きっと！真前列恵師右（2022.4.1）つづきは、天上で、きっと！

扌8月１日、恵姉召天日に、尾扌8月１日、恵姉召天日に、尾
﨑兄が、ご来訪。シメオン庭﨑兄が、ご来訪。シメオン庭
のプレートに花束を…のプレートに花束を…

第１回リトリートアシュラムにて（左）第１回リトリートアシュラムにて（左）

扌第2回ユースリトリートアシュラム、扌第2回ユースリトリートアシュラム、
ラビリンスでの瞑想の時。ラビリンスでの瞑想の時。

扌小林茂男、佳子ご夫妻の娘様、庄司恭子、扌小林茂男、佳子ご夫妻の娘様、庄司恭子、
大橋史子姉妹も、関東より、ご参列。大橋史子姉妹も、関東より、ご参列。

扌天上の友を憶える日礼拝2024　シメオン庭にて扌天上の友を憶える日礼拝2024　シメオン庭にて

扌後宮松代姉、8月17日ご召天。写真は、一週間前、礼拝後。愛唱讃扌後宮松代姉、8月17日ご召天。写真は、一週間前、礼拝後。愛唱讃
美を歌うと、目をうっすら開け、かすかに歌声？（ご報告は、次号で）美を歌うと、目をうっすら開け、かすかに歌声？（ご報告は、次号で）
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き

いえじま 雑記 15 　松代おばさまへ
　後宮松代さんには信じられないほどお世話になりました。後宮家にいけば、いつでもおいしいお食事で歓待していた
だき、いろいろなお話を聞かせていただいたことを思い出します。よく印象に残っているのは、後宮俊夫先生がまだご
健在だったころ、甲西伝道所の礼拝準備のお手伝いを毎週日曜日の朝にしていたときのことです。
　土曜日に、同じ湖南市にあるデイケアの家おしどりでアルバイトをして、そこにそのまま泊まり、翌日の朝、後宮家
に行くという生活を二年間くらいしていました。まだ真っ暗な朝の五時です。眠たい目をこすりながら後宮家の前まで
いくと、すでに明かりがついています。中に入るとパンの焼ける匂いがして、後宮先生夫妻がテーブルについておられ
ます。祈り、讃美歌を歌い、ローズンゲンを読み、聖書を読み、アパルームを読み、一日一章を読み、そしてまた祈り。
後宮家の早天祈祷会に週に一度だけ参加させてもらっていました。この二人はどれだけの年月、この祈祷会を続けてき
たのだろうかと思い、けっして華やかではない信仰というものの厳しさと深み、重みを目の当たりにさせていただいた
ような気がしています（一度だけお二人が寝ておられ、ご自宅の前で立ち往生したこともありましたが）。またまっちょ
おばさんの焼くパンが食べたいなと、心から思います。� 榎本 空（ノースカロライナ大学院生、沖縄伊江島在住）

I Love Taiwan Mission（ILT）に参加して
　この度、台湾長老教会主催の I Love Taiwan Mission（ILT）
2024 に参加しました。恵牧師から案内をされた時は、こんなイ
ベントがあるんだなーと思っただけで参加するつもりはありま
せんでした。二週間という滞在期間、またアシュラムの準備な
ど不安があったからです。
　しかし、いろいろと考えている中で対象が 35 歳までというこ
ともあり、参加を決意しました。牧師の推薦状も必要というこ
とで、齋藤篤牧師に急遽推薦状を書いていただき、無事に参加
が叶いました。
　オリエンテーションで、証しや日本の伝統文化についてのプ
レゼンやパフォーマンスが要求されることを知り、参加を後悔
しました。自分には、証しもなければ日本の伝統文化の素養も何もなかったからです。さらに、他の参
加者は 10 代から 20 代前半の学生さんたちで、すべてが自分の想定外でした。他の参加者は、賛美がで
きたり、ギターが弾けたり、サックスが吹けたりと自分が過去なにもしてこなかったことを後悔しました。
唯一、沖縄のエイサーをやっていたので、20 年ぶりにそれを披露することにしました。母に感謝です。
　また、恵牧師から台湾のキリスト教についての本を渡されました。今まであまり本を読むということ
をしてこなかった自分ですが、読んでみました。台湾のキリスト教の始まり、日本統治時代のことなど、
台湾にアシュラムで何度も行っていながらなにも知らないことに気づかされました。
　当初は、スケジュールの詳細や過去の事例についてあまり分からない状態で、不安でしょうがありま
せんでした。そんな中で現地に到着し、言われるがまま会場に向かいました。これから二週間どうなる
のだろうか。３回目の後悔でした。
　会場に到着すると、大勢の若者が出迎えてくれ、アシュラムしか知らない自分は、こんなに若いクリ
スチャンがいるのかと驚き、彼らのおもてなしやフレンドリーさに圧倒され、徐々に不安はなくなって
いきました。（つづく）� 榎本 光太

ホストの復興教會の方々と共にホストの復興教會の方々と共に
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みことば
日本キリスト教団取手教会

牧師　金子敏明

「キリストが振り向く時」� ルカ９：51～55

　イスラエル人とサマリア人の対立は根深いものが
あります。もともとイスラエルが南北に分かれてい
た時の北イスラエル王国の首都がサマリアです。サ
マリアの人々は北王国を制圧したアッシリアに連れ
ていかれ、代わりに東方から連れてこられた異邦人
たちの末裔が新約時代のサマリア人です。彼らは信
仰や生活習慣など何もかもイスラエル人とは違いま
した。サマリア人はイスラエル人憎しからか、イス
ラエルを植民地にしているローマにべったりでし
た。一方イスラエル人は「サマリアの連中は神殿を
汚す」と罵っていました。そんな時にイエスはサマ
リアに赴きます。
　サマリア人たちもイエスの評判は知っていたよう
です。しかし、イエスがエルサレム（かつての南王
国を象徴する場所）を目指していると知り「お前も
結局はイスラエル側のヤツか」と解釈したのでしょ
う。サマリア人もイエスがエルサレムへ向かう本当
の意味を知らなかったのです。
　ここで改めて46節以降の記事をみると、イエスの
弟子たちの実態が明らかにされています。弟子たち
の特徴はこんな感じです。
　「自分たちの能力や実績を自慢してばかりで、小
さな子どもの事など目もくれず」「自分たちこそが
元祖・老舗で、他の同じ志を持つ者を一切認めず」

「勝手にイエス様の心を忖度して、異邦人に憎悪を
むき出しにする」こんな体たらくです。
　今ならばこれらの言動がSNSで流れたら大炎上必
至。翌日にはこれらの発言は削除されるか謝罪会見
ものです。でも聖書はこの弟子たちの大炎上案件を
さらっと書き記しています。なぜなのか。
　ルカ福音書はイエス様が「振り向いて見つめる」
場面を何度か記しています。イエス様の足を涙で濡
らし洗った「罪深い女性」（ルカ７・44）。イエス様
を三度も知らないと言ったペトロ（22：61）。十字
架を背負わされたイエス様を見て嘆き悲しむ女性た
ち（23：28）。イエスが振り向かれる時、それは相
手を断罪するのではなく、赦しと悔い改めの象徴で
す。イエス様の愛に生きる者へと変えられる行為で
す。
　イエスは10章で「よきサマリア人」のたとえを弟
子たちに話されました。しかし彼らがその意味に気
づくのは、ずっと後の使徒言行録10章でのこと。
　十字架の死と復活、昇天を経て彼ら自身が宣教者
として歩みだしてからようやく「どんな国の人も汚
れているとか付き合うなとか、そんなことを神様は
望まれていない」と気づかされたのです。遅いだろ！
と思うでしょうか。それは私たちの実態です。人間っ
てそれほどに分からず屋なのです。
　今年も平和聖日を迎えました。終戦から79年。指
導者たちは子どもや貧困層を顧みることもせず、自
分がいかに愛国者であるかを競てっているに見えて
なりません。情けないです。でもイエスはそんな彼
らをも振り向いて神の国へと招かれているのです。
主の弟子になってほしいと心から願っておられま
す。私と貴方の狡さや過ちを主が幾度も振り向いて、
気づかせてくださったのですから。イエス・キリス
トの眼差しが世界を覆いつくすように祈りましょう。

９月の聖書教室など

3㈫ Zoom聖書教室（Zoom）

9㈪ 福岡聖書教室（博多クリオコートホテル PM1:30）

13㈮ センター聖書教室（アシュラムセンター AM11:00）

13㈮ 阪神ミニアシュラム（神戸聖愛教会 PM1:00）日にち変更！

14㈯ 加古川祈りの家（小林清子姉宅 PM1:00）　日にち変更！

14㈯ 聖書と学ぶ会（Zoom PM8:00）

15㈰ ちいろば牧師記念チャペル夕礼拝（PM5:00）

16(月·祝） 使徒書に学ぶ会（Zoom）

17㈫ 大阪聖書教室（大阪クリスチャンセンター AM10:30）

18㈬ みんなのカフェちいろば聖書入門講座（京都・伏見区深草 PM1:30）

23(月·祝） 静岡聖書教室（旧・英和女学院宣教師館 AM10:00、PM1:30）

24㈫ 東京聖書教室（御茶ノ水クリスチャンセンター４F AM10:30）

24㈫ しみじみする会（桜美林大学 荊冠堂チャペル PM2:30）

25㈬ 美しい足の会（Zoom）

10/4㈮ 阪神ミニアシュラム（神戸聖愛教会 PM1:00）

【主な問い合わせ先】0748−33−4030 アシュラムセンター
【Zoom・インターネット等 問い合わせ先】080−3983−8140

10月のアシュラム予定

９月のアシュラムなど

11月以降のアシュラム予定

11月４㈪〜６㈬ 第49回 京浜アシュラム

11月15㈮〜16㈯ 第22回 愛知アシュラム

11月21㈭〜22㈮ 第46回 阪神アシュラム＆修道場アシュラム

12月２㈪〜６㈮ アドヴェントリトリートアシュラム

10月17㈭〜19㈯ 修道場アシュラム

10月22㈫ 第28回 埼玉一日アシュラム

10月24㈭〜26㈯ 第49回 加太アシュラム

15㈰
PM2:00
〜

16(月·祝）
PM2:00

第３回 ユースリトリート
　　　 アシュラム
奉仕者　榎本　恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

16(月·祝）
〜
17㈫

第24回 京都桃山アシュラム
（関西セミナーハウス）
奉仕者　榎本 栄次師・春名 康範師・
山本 光一師・西澤 献師

090−9250−0129
米澤敏子姉

20㈮
〜

21㈯

第47回 新潟アシュラム
（ホテル ざぶーん）
奉仕者　榎本　恵師

0250−23−2697
吉澤昭男師

26㈭
〜

27㈮

第12回 日光オリーブの里アシュラム
奉仕者　榎本　恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

28㈯
水戸バプテスト教会一日アシュラム
奉仕者　榎本　恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

樋口ファームより樋口ファームより
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ご参加ご参加
受付中！受付中！

中止、又はオンラインに変更もあり。
ホームページ、電話等でご確認下さい。直前の変更の場合あり！
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